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法

華

経

と

宮

沢

賢

治

二
七
八

新

井

野

洋

子

一

宮
沢
賢
治
は
、
自
己
の
創
作
を

「法
華
文
学
」
と
言
い
ま
た

「心
象

ス
ヶ
ッ
チ
」
と
称
す
る
。
そ
れ
は
、
「文
芸
で
は
な
い
」
「心
理
学
的
な

仕
事
の
支
度
」
な
ど
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る

(書
簡
二
〇
〇
)。

本
論
は
、

こ
の
賢
治
の
法
華
文
学
に
お
け
る
特
異
な
手
法

「
心
象

ス

ケ
ッ
チ
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は
ま
た
、
法
華
信
仰
と
い
か
な
る
関
連
を

有
す
る

の
か
、
そ
の
本
質
を
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

賢
治

の
遺
言
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。

合
掌
、
私
の
全
生
涯
の
仕
事
は
此
経
を
あ
な
た
の
御
手
許
に
届
け
、
そ
し
て

其
中
に
あ
る
仏
意
に
触
れ
て
あ
な
た
が
無
上
道
に
入
ら
れ
ん
事
を
お
願
ひ
す

る
の
外
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
は
、
生
涯
が
す
べ
て
法
華
経
を
伝
え
る
実
践
で
あ
り
、
作
品

が
、
み
な
の

「悟
り
」
(無
上
道
)
を
願

っ
て
の
み
書
か
れ
た
旨
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

そ
の
創
作
を
、
「雨

ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
」
は
語
る
。

筆
ヲ
ト
ル
ヤ
マ
ズ
道
場
観

奉
請
ヲ
行
ヒ
所
縁
仏
意

ニ
契
フ
ヲ
念
ジ

然
ル

後

ニ
全
力
之

ニ
従
フ
ベ
シ
…
法
楽
ス
ベ
シ
。
…
オ
ノ
レ
ガ
小
才

ニ
非
ザ
レ
。

タ
ぐ
諸
仏
菩
薩
ノ
冥
助
ニ
ョ
レ
。

賢
治

の
法
華
文
学
は
、
諸
仏
菩
薩
の
冥
助

に
よ
る

「
仏
意

二
契
フ
」

も
の
と
し
て
創
作
さ
れ
、
賢
治
自
身
の

「法
楽
」
で
あ

っ
た
。
明
ら
か

に
、
普
通
の
文
学
の
あ
り
方
を
越
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
賢
治
の
受
け

止
め
た

「仏
意
」
と
し
て
創
作
さ
れ
て
い
る
。

二

賢
治
の
法
華
入
信
は
、
大
正
三
年

(
一
八
歳
)、
島
地
大
等

『漢
和
対

照
妙
法
蓮
華
経
』
と
の
出
合
い
が
契
機
と
さ
れ
る
。
だ
が
賢
治
は
、
そ

の
編
者
島
地
氏
に
、
経
典
刊
行
以
前

に
既
に
面
識
が
あ
り
直
接
の
法
話

も
聴
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る

(『堀
尾
年
譜
』)。

賢
治

の
中
学
三
年
、
明
治
四
四
年
八
月
四
～

一
一
日
、
賢
治

の
父
は
、

主
催
す
る
仏
教
講
習
会
に
大
等
を
講
師
と
し
て
招
き
賢
治
も
聴
く

(「大

乗
起
信
論
」)。
賢
治
は
、
翌
大
正
元
年
の
大
等

の
夏
期
講
習

会

に
も
出
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席
。
初

め
て
法
華
経
に
触
れ
た
の
が
、
中
学
卒
後
の
大
正
三
年
と
は
考

え
に
く

い
。
そ
の
後
、
大
正
四
年
に
も
大
等
の
講
習
会
を
聴
講
、
五
年

に
は
、

大
等
を
個
人
的
に
訪
ね
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

こ
の
経
典
は
、
天
台
学
の
大
綱
な
ど
を
も
付
し
学
習
者
に
資
す
る
形

で
編
纂

さ
れ
て
い
る
。
島
地
氏
は
、
賢
治
の
家
と
同
じ
く
浄
土
真
宗
の

学
僧
で
あ
り
、
ま
た
天
台
学
の
碩
学
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
実
か

ら
、
賢
治
の
受
容
し
た
法
華
経
観
の
根
底
は
、
天
台
法
華
教
学
に
あ
り

ま
た
島
地
氏
の
そ
れ
に
依
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

一
方
書
簡
に
は
、
賢
治
が

「悟
り
」
を
願
い
、
ひ
た
す
ら
修
行
に
励

ん
だ
事
実
が
明
確
に
把
握
さ
れ
る
。
「自
ら
勉
励

し
て
法
華
経
の
心
を

も
悟
り
奉
り
…
」
(書
四
四

.
二
一
歳
)、
「如
来
第

一
義
を
解

し
奉
る
為

に
修
業
し
て
…
」
(書
四
九

.
二
一
歳
)
な
ど
。

賢
治
の
、

こ
の

「悟
り

の
願
い
と
行
」
に
、
明
ら
か
に
教
観

二
門
の
天
台
学

が
あ

る
と

わ

か

る
。
観
心
行
が
必
須
と
さ
れ
る

(四
種
三
味
…

『摩
訶
止
観
』)。
賢
治
は
、

大
正
二
年
、
中
学
五
年
以
来
し
ば
し
ば
参
禅
を
し
た
と
い
う
。

賢
治
は
、
誓
願
も
立
て
て
い
る

(
一
九
歳
)。
書

簡

に
も
、
「
四
つ
の

願
を
起
し
た
事
…
」
(書

一
九
六
・
二
四
歳
)、
「昔
の
立

願

を

一
応
段
落

つ
け
よ
う
と
…
」
(書
四
八
四
a
.
三
七
歳
)
な
ど
が
見
え
る
。
こ
の

「四

つ
の
願

い
」
と
は
、
摩
訶
止
観
に
依
れ
ば
、
十
乗
観
法
第

二
起
慈
悲
心

の

「
四
弘
誓
願
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
死
の
直
前
の

「昔
の
立
願
」

の
語
が
、
こ
れ
を
裏
づ
け
て
い
る
。
賢
治
の
生
涯
が
、
こ
の
誓
願
を
貫

い
た
菩
薩
行
で
あ

っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
遺
言
の
意

に

法
華
経
と
宮
沢
賢
治

(新
井
野
)

合

致

し

て

い
る

。

三

賢

治

の
法

華

文

学

の
創

作

は
、

大

正

一
〇

年

に
決

意

さ

れ

た

(二
四

歳
)
。

大

正

二
年

の
参

禅

以

来
、
七

～

八

年

程

の
修

行

が

な

さ

れ

て

い
た

こ
と

に
な

る

。

書

簡

に

は
、

多

く

の
真

摯

な
観

心

行

の
記

述

が

見

ら

れ

る

(
一
念
三

千
な

ど
)
。

後

の
創

作

「
心

象

ス

ケ

ッ
チ
」

の
あ

り
方

は
、
書

簡

に
見

る

「
観

心

」

に
基

本

的

に

は
同

じ

世

界

で
あ

る

こ

と
が

認

め

ら

れ

る

。

つ

ま

り
賢

治

の

「
心

象

ス

ヶ

ッ
チ

」

と

は
、

観

心

に

お
け

る

自

ら

の

「
内

観

内

証

」

の
文

学

的

表

現

と

捉

え

ら

れ

る

。

創

作

は
、

修

行

で
培

わ

れ

た
能

力

に
よ

っ
て
成

立

し

た

と

も

言

い
得

る
。

例

を

上
げ

た

い

(
*
印

…
書
簡

・
○
印
…
作

品
)
。

*
静
か

に
自
ら
の
心
を
み

つ
め
ま
せ
う
。

こ
の
中

に
は
…

一
切

の
諸
象
を
含

み
現
在
の
世
界

と
て
も
又
之

の
外
あ

り
ま
せ
ん
。
…
…
之
か
ら
真
実

に
深

く
深
く
求
め
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
悟

る
と
云

ふ
こ
と

は
そ
れ
を
悟
る

の
で

せ
う
。

(書
四
九

・
大
正
七
年
)

○
畢
竟

こ
こ
ろ

の
ひ
と

つ
の
風
物

で
す
…

(す

べ
て
が
私

の
中

の
み
ん
な

で

あ
る
や
う
に
み
ん
な
の
お
の
お
の

の
な
か

の
す

べ
て
で
す

か
ら
)

(
『
心
象

ス
ケ

ッ
チ

春
と
修
羅
』
序
)

*
こ
れ
が
私

の
頭

の
中

の
声

で
す
。

声

の
ま
ゝ

を
書
く
か
ら

か
う
な

つ
た
の

で
す
。

(書

一
五
七

・
大
正
八
年
)

二
七
九
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法
華
経

と
宮

沢
賢

治

(新
井

野
)

○
狐
小
学
校
が
あ

る
と
い

っ
て
も
そ
れ

は
み
ん
な
私

の
頭

の
中

に
あ

っ
た
と

云
ふ
の
で
決

し
て
偽
で
は
な

い
の
で
す
。

(「
茨
海
小
学
校
」
)

結
局

賢

治

の
文

学

は
、

根

本

に

「
観

心
」

(禅
定
)
が

あ

り
そ

の
中

か

ら

生

ま

れ

た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

創

作

は

ま

た
、

実

際

の
直

感

的

な

一
体
感

・
体

験

に
基

づ

い
て

な

さ

れ

た

と

い
う

(証
言
が

ま
と
め
ら
れ

て

い
る
)
。
そ

れ

は
、

単

な

る

文

芸

で

は

な

い
。

そ

の
文

学

は
、

性

質

と

し

て

次

に
も

当

た

る
と

考

え

ら
れ

る
。

華
厳

は
海
印

三
昧
と

い
う
禅

の
内
観
を
説
き
、
法
華

は
無
量
義
処

三
昧
の
内

に
入

っ
て
そ
の
修
証

の
法
門
を
説
か
れ
、
…
そ
の
他
如
何

な
る
大
乗
経
典

で

も
定
を
根
本

と
し
た
も

の
で
、
定

中
所
証

の
実
感
実
証

の
法
門

そ
の
ま
ま
が

大
乗
経
典

で
あ

り
ま
す

。

(島

地
黙
猊

編

『島

地
大
等
講
話
集

』
百
華
苑

一
一
二
頁
)

こ
れ

は
、

大

乗

教

の
成

立

に

「
定

」

が

あ

る

こ
と

を

述

べ

て

い
る

。

賢

治

の

「
内

観

」

の
描

写

(
心
象

ス
ケ

ッ
チ
)

は
、
本

質

と

し

て

こ

の
大

乗

経

典

の
あ

り

方

に

一
致

す

る

形

に
な

る
と

み
な

さ

れ

る

。

こ

の
意

は
、

天

台

の

「
心

仏

及

衆

生

、

是

三
無

差

別

」

(『
法
華
玄
義
』

二
上
)
に
も

符

合

す

る

。

こ

れ

に
依

れ
ば

、

賢

治

の

「
心

法

」

は

「
仏

法

」

で
あ

る
。

賢

治

は
、

そ

の
作

品

を
、

「
文

芸

で

は

な

い
、

心

象

の

ス

ヶ

ッ
チ

で

し

か
な

い
」

と

し
、

「
心

理
学

的

な

仕

事

の
支

度

」

な

ど

と

も

い
う

。

あ

ゝ
わ
た
く

し
の
恋
す
る
も

の
は

わ
た
く

し
み
つ

か
ら

つ
く
り
だ
さ
ね
ば

な
ら

ぬ
か
と

二
八
○

(『産
業
組
合
青
年
会
』
先
駆
形
)

こ
の
詩
に
も
見
る
よ
う
に
、
賢
治
は
、
真

実

の
悟

り

を
希

つ
て
い

た
。
結
局
賢
治
は
、
仏
教
の
伝
統
や
教
理
に
の
っ
と
り

「新
仏
法
」
と

も
な
り
得
る
創
作
を
意
図
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「心
理
学
的
な
仕
事
」

と
は
、
こ
れ
を
指
す

と

み
ら

れ
る
。
仏
教

の
手
法
を
踏
む
こ
と
な
し

に
、
仏
教
は
成
り
立
た
た
な
い
。

賢
治
の
法
華
文
学
は
、
仏
教
に
お
い
て
、
本
来
的
に
は

一
つ
の
新
し

い

「大
乗
経
典
」
に
も
価
す
る
本
質
を
備
え
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

そ
の
、
科
学
を
含
む
多
様
な
内
容
は
、
賢
治
自
身
の
新
た
に
体
得
し
観

得
し
た

「法
」
(真
理
)
で
あ
り
、
伝
統
を
継
承
し
た
本
質
的
な

「
新
法

華
仏
教
」
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
得

る
と
思

わ

れ

る
。
そ
れ

は
、
賢
治
の
当
初
か
ら
の

「願
い
」
で
あ

っ
た
よ
う
だ
。

我
等
と
衆
生
と
の
幸
福
と
な
る
如
く
吾
を
も
進
ま
せ
給
へ
と
深
く
祈
り
…

(書
四
六
・
二
一
歳
)

こ
こ
に
、
島
地
大
等

『漢
和
対
照
妙
法
蓮
華
経
』
の
次
の
こ
と
ば
が

想
起
さ
れ
る
。

仏
法
何
く
に
か
あ
ら
ん
や
、
悲
し
い
哉
正
法
の
興
ら
ざ
る
真
因
茲
に
在
　
、

然
れ
ば
則
ち
修
道
に
志
あ
る
も
の
三
思
し
て
正
に
解
行

一
双
の
必
要
を
失
は

ざ
れ
。

(「法
華
大
意
」

一
四
頁
)

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

法
華
文
学
、
心
象
ス
ケ
ッ
チ
、
摩
訶
止
観
、
新
仏
法

(立
正
大
学
大
学
院
)
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